
　この文書群は、小友町の個人の方からお借り

して現在調査を進めているものです。

　ほとんどは明治時代以降のものですが、婚礼

祝儀受帳、御
おくやみ

悔受帳などが明治から昭和のもの

まで残っており、同家の親戚や近所付き合いの

範囲、祝儀・不祝儀の額や品物の変遷が見て取

れる大変良い史料です。

　また珍しいものでは、引っ越しの際の「移
わたまし

徒

為祝儀受納扣帳」や神楽の宿となった際の「神

楽祝帳」、伊勢神宮に参宮した際の「参宮御祝

覚帳」などが残されており、当時の暮らしや習

慣をうかがい知ることができます。
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近世から近代にかけての文書などを調査しています調査レポート

　右の史料は、上記調査レポートで紹介した文
書群のうちのひとつで、明治 31 年（1898）に
種
しゅとう

痘を受けた証明書です。
　種痘とは天

てんねんとう

然痘（痘
とうそう

瘡）の予防接種のことで
す。天然痘は紀元前から、感染力が非常に強い
死に至る疫

えきびょう

病として恐れられてきました。古く
から中国などでは人為的に罹

り か ん

患させ免疫を獲
得させる試みがされていましたが（人

じんとうほう

痘法）、
1796 年イギリスの医師ジェンナーにより安全
率の高い牛

ぎゅうとうほう

痘法が発見されました。日本では
江戸時代末期から本格的に実施され、明治９
年（1876）の天然痘予防規則により生後 70 日か
ら満１才までの間に必ず接種すること、接種し
た者は証明書を受け取ること等が定められまし
た。明治 21 年（1888）の岩手日日新聞には、上
宮守村に天然痘患者が発生した際 300 名以上
に種痘を行った記事や、遠野の医師らにより共
立種痘場が設置され各村へ出張して種痘を行っ
たり、無料で種痘を行った記事がみられ、医師
らが種痘普及に尽力していた事がわかります。

種 痘 済 証

資 料 紹 介

　天然痘は別名を痘瘡、疱
ほうそう

瘡ともいい、古くは
疱
ほうそうしん

瘡神の仕業とされて、病を免れるため、ある
いは罹患しても軽く済むように疱瘡神を祀りま
した。「遠野物語拾遺」第 262 話には天然痘に
罹患した際の習俗が記され、また第 56 話に登
場する小友町土

つちむろ

室の篠
しの

神社は、疱瘡除
じょえき

疫神とし
て名高く、近隣からの参拝者が非常に多かった
と伝えられています（『小友村勝蹟志』）。

▲江戸から昭和期にかけての文書群（一部）
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▲小友村の髙野嘉納医師による種痘済証
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　新町の遠野市民センターと智恩寺の
間に立っているのが旧遠野寶

ほうもつかん

物館で
す。大正 13 年（1913）に上閉伊郡長佐
藤民三郎らが発起人となり、遠野南部
家の宝物を展示・保管する施設として
寄付を募り大正 14 年 10 月に落成し
ました。当時は明治三陸地震（1896）
や関東大震災（1912）の発災で耐震・
耐火性が求められたため、遠野地方で
初めての鉄筋コンクリート造の建築物
として誕生しました。
　外壁には窓の周囲を窪ませるなど
幾
きかがくてきいしょう

何学的意匠が施され、内部は側柱だ
けで建物を支える構造で、１・２階と
も展示機能に特化した間仕切りのない
空間となっていることが特徴です。

写真でみるとおの今・昔

構造は鉄筋コンク
リート造二階建、人
造石洗い出し仕上げ、
腰折れ切妻屋根鉄板
葺、建築面積は 96㎡
です。

～遠野最初のコンクリート建築～

　その後、昭和７年（1932）に郷土館、
昭和 24 年に図書館となり、そして
昭和 55 年からは遠野市立博物館新
町収蔵庫として使用されています。
この間、戦時中の鉄製シャッターの
供出や外階段の取り外し、陸

ろ く や ね

屋根か
ら寄棟屋根への変更といった変遷を
たどりながらも建築当初の特徴をよ
く残しており、平成 29 年（2017）５
月２日に国の登録有形文化財に登録
されました。

▲建築当時の遠野宝物館（遠野市立博物館蔵）

▲遠野宝物館と佐藤館長（同上） ▲図書館として使用されていた頃の様子（同左）


